
　以下の条件にすべて該当する場合は、申請により国民健康保険税および後期高齢者医療保険料の納付方法を年金天
引きから口座振替に変更することができます。変更をご希望の場合は、健康保険課賦課徴収係で申請を行ってくだ
さい（７月29日（金）までに手続きをされると10月の年金天引きを中止し、第３期（平成28年９月30日）分から口座
振替へ変更することが可能です）。

　【納付方法の変更が可能となる条件】
　・保険税（料）を直近２年間滞納なく確実に納付していること（やむを得ないと判断できる特別な事情がある場合を除く）
　・金融機関で口座振替の申し込みを行っていること
　・国保加入以前、被用者保険の被保険者であった人などこれまで保険料を源泉徴収されていた人ではないこと
　※口座振替に変更した場合、所得税などの社会保険料控除は口座振替により支払った人に適用されます。
　※介護保険料の納付方法は変更することができません。

　7 月中旬に平成 28 年度の『国民健康保険税』『介護保険料』『後期高齢者医療保険料』の納税（付）通
知書を、納税（付）義務者に送付します。
　各保険税（料）お支払い方法については次のとおりです。

■納付書または口座振替でのお支払いの場合
年額を７月から翌年２月までの８期に分け、納付書または口座振替により納付

■年金から天引きでのお支払いの場合
年額を４月・６月・８月・10月・12月・翌２月の６期に分け、年金から天引きで納付

■納付書または口座振替と年金からの天引きの両方でお支払いとなる場合
●７月・８月・９月を納付書または口座振替により納付していただき、残りの額を10月・12月・翌

２月の３期に分け、年金から天引きで納付

●４月・６月・８月に年金から天引きで納付していただき、残りの額を９月から翌２月までの６期に

分け、納付書または口座振替により納付
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